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男女群島におけるサワガニ Geothelphusa dehaaniの記録
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Abstract
The Japanese freshwater crab was observed and photographed in the Danjo Islands located more than 100 km 

away from the western coast of Kyushu and approximately 70 km from the neighboring habitat. Only one female was 
found along the survey route set on the two major islands—O-shima and Me-shima (a total of 4.1 km). Further studies 
are required to elucidate the taxonomic status of this population, its origin, and their relationship with the mainland 
populations.
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Fig. 1.  調査地の位置
Location of the Danjo Islands and the survey routes.

はじめに
サワガニ Geothelphusa dehaani は本州、四国、九州
に広く分布する純淡水性カニで、渓谷、小川、山地の湿
地、灌水路、湖沼の周囲などに生息する（酒井，1976；
下司・和田，1995）。また、サワガニは、後期胚発生を
メスの腹肢に抱えられた卵の中で終え、稚ガニとして孵
化する。そのため、孵化後に幼生期を海で過ごす汽水域
や海水域のカニ類と異なり、一生を通じて淡水域を離れ
ることはない（三宅，1983）。このように、生息環境が
限られ、浮遊幼生期を持たないという特性により、サワ
ガニの移動分散能力は低いと推測される (Ng, 1988; Ng 
& Rodriguez, 1995)。その結果、地域集団間で様々なレ
ベルの遺伝的分化が認められ、アイソザイム多型などに
もとづく集団構造の分析が進められている（Aotsuka et 

al.，1995；Ikeda et al.，1998）。とりわけ、海を越える
分散能力は低いと考えられ、本土以外での記録は佐渡
島、隠岐諸島、沖ノ島（筑前諸島）、壱岐島、五島列島、
甑列島、宇治島 (宇治群島 )、黒島 (薩南諸島 )、口永良
部島、屋久島、種子島、中之島 (トカラ列島 )などに限
られている（Koba， 1935；三宅，1937；酒井，1976；
岡野・鈴木，2001）。
男女群島は五島列島の南南西約 70kmの東シナ海に位
置する島嶼群である（Fig.1）。孤立した無人島群である
ために、これまでの生物調査の記録は限られている。男
女群島のサワガニ類については道津（1973）が、男島
に少数のサワガニ類が生息し、採集されたオオウナギ

Anguilla marmorataの消化管からもサワガニ類の体の細
片が見つかったと記述しているのみであった。筆者は、
男女群島の男島においてサワガニを確認したため、発見
状況と生息環境について報告する。

材料と方法
男女群島は総面積は約 4.7㎢で、北東から南西に約
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10kmにわたって連なる男島・苦路岐島・寄島・花栗島・
女島の 5島からなる（Fig.1）。全島が安山岩質の溶結凝
灰岩によって形成されており、島の周囲はほとんど海食
崖となっている。苦路岐島・寄島・花栗島はいずれも面
積 0.25㎢以下の岩礁で草原状の群落に覆われているが、
比較的面積の大きい男島と女島では上部の平坦地に森林
が発達している（山口・江島，1973）。
男女群島と五島列島とは五島海底谷によって隔てら
れ、男女群島はその大陸側陸棚（東シナ海陸棚）上に位

Photo. 1.  確認されたサワガニの a)背面，b)腹部，および c)眼域
付近の形状
The Japanese freshwater crab found on O-shima (a: dorsal 
view; b: ventral view; c:orbital region).

置している。また、周囲を流れる暖流の影響で年平均
気温が九州本土の同緯度地域に比べて約１度高く（17.6
℃；外山ら，1968）、マルバニッケイ Cinnamomum 

daphnoides、オオタニワタリ Asplenium anitiquum、ク
ワズイモ Alocasia odora、アコウ Ficus superba、ビロ
ウ Livistona chinensisなどの亜熱帯系の植物が生育する
（山口・江島，1973）。このような環境条件により、ご
く小さな群島であるにも関わらず多くの固有種を有する
独自の生物相が形成されており、群島全域が国の天然記
念物に指定されている（山口・江島，1973）。
調査は 2006年 5月 5日～ 7日および 5月 27日～ 28
日に、男島西部と女島全域をできるかぎり広く踏査して
周辺に出現する生物種を記録する方法で行った。調査路
の概要は Fig.1に示した。

結果と考察
2006年 5月 6日に男島西部、標高 140m付近の林床
において、甲が前方に広く平滑で、掌節がなめらかな、
額域の広い、中型の Geothelphusa属のメス１個体を確
認した（Photo 1；32゜ 02´N, 128゜ 23´E）。九州と
その周辺の島嶼には３種の Geothelphusa属が生息する：
広汎に分布するサワガニ、大隅半島でのみ確認されて
いるミカゲサワガニ G. exigua、屋久島の高標高地での
み確認されているヤクシマサワガニ G. marmorata、の
３種である（Suzuki & Tsuda，1994；Suzuki & Okano，
2000）。これら３種では眼柄の形状に差があり、サワガ
ニでは基部と先端の角膜部が太くなっているのに対し
て、ミカゲサワガニとヤクシマサワガニでは基部のみが
太く、先端に近い部分ほど細くなる（Suzuki & Tsuda，
1994；Suzuki & Okano，2000）。観察された個体では基
部および角膜部が太くなっており、サワガニであると
同定された（Photo 1c）。また、確認された個体の体色
は甲が暗褐色で、甲周縁・鉗脚・歩脚が紅色の個体であ
り、ヤクシマサワガニの生体で特徴的な甲殻の斑点も認
められなかった。男女群島は天然記念物の地域指定を受
けており、事前にサワガニの採集許可を得ていなかった
ため、観察と写真撮影のみ行った。
観察地点一帯は樹高約 10mのモクタチバナ Ardisia 

sieboldii、タブノキMachilus thunbergiiが優占する森林
であった（Photo 2；大谷ら，2007)。観察地点は浅い谷
に落ち葉が堆積した場所で、比較的湿度が高かったが、
谷底も含めて樹木が生育しており、水溜まり等の目立っ
た水流の痕跡は認められなかった。観察された日は雨天
で、移動中の個体であった可能性も考えられる。
今回の調査では、男島で約 1.8km、女島では約 2.3km
の調査路周辺で探索を行ったが、確認されたサワガニは
この１個体のみであった。また、筆者はこの調査以前に
も 3回延べ 8日間に渡って同様の調査を行ってきたが、
この個体以外にはサワガニを確認していない。したがっ
て、調査対象とした区域でのサワガニの生息密度はごく
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低いものと考えられた。しかし、調査日程と地形条件に
よる制約から、調査可能な区域は島の一部に限定されて
いる。このため、男島中央部から東部や女島の北部、島
の周囲の断崖部などでの生息状況は不明である。特に
男島の中央部のいくつかの沢にはカニ類を好んで餌と
するオオウナギが生息することが知られており（道津，
1973）、サワガニもより高い密度で生息する可能性があ
る。
男女群島は、過去に漁業基地としての季節的な利用
はあったものの基本的に無人島群であり（山口・江島，
1973）、サワガニが人為的に移入されたとは考えにくい。
したがって、男島で確認されたサワガニは在来集団であ
る可能性が高い。一方で、サワガニは海を越える移動分
散能力がとりわけ低い種である。サワガニ類の島嶼への
分布拡大とその後の分化は、地史的な陸域分布の変化に
伴って起こる場合が少なくない。例えば、九州南部島嶼
系集団と本土系集団とでは遺伝的分化が進んでいるが、
島嶼系集団の中でも、本土系集団との分岐年代が大きく
異なる２つのグループが認められる（約 135万年前と約
35万年前；岡野・鈴木，2001）。これら２つのグループ
はそれぞれ異なる陸橋形成期に九州本土から島嶼へと分

布を拡大し、その後の海面上昇などで陸橋が水没して隔
離されることで、現在のような集団構造が生じたと推測
されている。また、琉球列島に分布する Geothelphusa

属でも、近年行われた詳細な分類学的研究により、島固
有の種が多く報告されている (Shy & Ng, 1998; Naruse 
et al., 2004; Naruse et al., 2006)。
男女群島と五島列島とを隔てる五島海底谷は鮮新世後
期（200～ 170万年前）に形成され（木村，1996）、そ
の後の日本列島から男女群島への陸棲生物の移動は五島
海底谷の北側をかなり迂回する経路でしか行えなかった
と考えられる。海を越える移動分散能力の低い多足類や
陸産貝類で男女群島固有種が多く認められるのは、この
ような地理的隔離の影響によるものと推測される（加藤
ら , 1968；湊，1973a，b）。さらに、男島の面積は 2.7
㎢と、サワガニの生息する島としては宇治島（0.5㎢）・
沖ノ島（0.7㎢）に次いで小さい。狭い地域にのみ低密
度で生息する集団が，隔離された状態で長期間維持され
てきたとすれば、男島のサワガニ集団でも九州本土の集
団とは分化が進んでいる可能性がある。
男島で今回みつかったサワガニはメス１個体のみであ
ったため、カニ類の分類に広く用いられるオスの腹肢の
詳細な検鏡などは行えなかった。今後は、オスを含むよ
り多くの個体について遺伝的・形態的データに基づいた
系統地理学的な分析を行い、集団の起源と九州本土に分
布すると考えられる姉妹集団との集団構造を明らかにす
る必要がある。また、島嶼への移動分散能力の低いサワ
ガニの起源を明らかにすることは、男女群島の生物相の
成り立ちと地史的な分断過程との関係を考察する上でも
有効なアプローチの一つと考えられる。
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